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学　会　記　事
Ⅰ．平成２８年度緑鳳学会第２５回大会
　１．日　時　　平成２８年１０月２２日（土） 　受付開始 　１０：３０
　２．場　所　　専修大学  神田校舎　７号館　３階 　７３１教室
　３．プログラム
　　　（１）　研究発表会【１１：００～１３：４０】  
　　　　　・研究発表Ⅰ　　　
　　　　　　発表者：専修大学文学研究科博士後期課程歴史学専攻１年次生　長坂　早緒梨
　　　　　　テーマ：ノルマンディにおけるシュアン参加者の分析－ドムフロン郡警察調書より－
　　　　　　（座長）　近江　吉明（専修大学文学部教授）
―　６０分休憩  ―
　　　　　・研究発表Ⅱ　　　　
　　　　　　発表者：専修大学　法科大学院　教授　宮岡　孝之
　　　　　　テーマ：物権的請求権に基づく放射性物質除去請求訴訟の帰趨
　　　　　　　　　　権利濫用として請求棄却した一審判決と執行方法の特定がないとして訴えを
　　　　　　　　　　却下した控訴審判決を素材として
　　　　　　（座長）　 三森　敏正（石巻専修大学経営学部教授） 
―　２０分休憩  ―
　　　（２）　報告会・パネルディスカッション【１４：００～ １６：２０】
　　　　　　統一テーマ：「ミシェル=ベルンシュタイン文庫史料の学際的研究（その二）」
　　　　　 ・報告Ⅰ 　
　　　　　　報告者：近江　吉明　（専修大学　文学部教授）
　　　　　　テーマ：ベルンシュタイン文庫に見られる地方の政治的要求の痕跡とその特徴
　　　　　 ・報告Ⅱ 　
　　　　　　報告者：矢邊　均　（東日本国際大学　経済情報学部准教授） 
　　　　　　テーマ：ベルンシュタイン文庫と社会権の生成
　　　　　 ・報告Ⅲ 　　　
　　　　　　報告者：松原　直樹　（桐生大学　医療保健学部教授）
　　　　　　テーマ：ベルンシュタイン文庫と憲法
 
128
　　　　　・報告Ⅳ 　　　
　　　　　　報告者：佐々木　重人　（専修大学　商学部教授）
　　　　　　テーマ：ベルンシュタイン文庫にフランス国民経済確立の歩みを求めて
―　１０分休憩  ―
　　　　　・パネルディスカッション   １５：３０～ １６：２０
　　　（３）総  会・懇 親 会 【１６：３０～ １８：００】　場 所：１号館１５階　「報恩の間」
　　　　 １）総 　 会                                　　　　　　  　　
　　　　　　１．開会の辞 
　　　　　　１．挨　拶
                     専修大学緑鳳学会会長　　　　小杉　伸次      
                     専修大学長　　　　　　　　　佐々木重人　
                     学校法人専修大学非常勤理事　宮岡　孝之　　     
　　　　　　１．議　事
　　　　　　　１）会　務　報　告 
　　　　　　　２）監　査　報　告 
　　　　　　　３）その他
　　　　　　１．閉会の辞
　　　　　　　２）懇 親 会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
Ⅱ．役員会の開催
　【平成２８年度第２回役員会】
　１．日　時　　平成２８年１０月２２日（土）  １１：４０～１２：４０
　２．場　所　　神田校舎　７号館８階　７８４教室
　３．出席者　　池本卯典、小杉伸次、伊吹克己、高橋敏、宮岡孝之、近江吉明、岡田好史、
　　　　　　　　三森敏正、矢吹芳洋、森田悦史、矢邊均
　４．議　題
　　　議事に先立ち、小杉　伸次会長より挨拶があり、引き続き宮岡　孝之代表幹事が議長となり
議事に入る。　
　　（１）　次年度大会の開催について
　　　　・開催日時について　平成２９年１０月２１日（土）に開催することが承認された。
　　　　・開催場所について　神田校舎で開催することが承認された。
　　（２）　「専修大学総合科学研究」に関する取り扱い内規（案）について　
　　　　　原案どおり承認された。
　　（３）　次回役員会の開催について
　　　　　平成２８年１２月１６日（金）１８時３０分より開催することが承認された。
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　　（４）　その他　
　　　　・緑鳳学会総会等の実施について
　　　　　司会は　総会・懇親会とも矢邊　均監査が担当することになった。
　　　　　総会挨拶は　小杉　伸次会長・佐々木　重人学長・宮岡　孝之非常勤理事にお願いする
ことになった。
　　　　　監査報告は　森田　悦史監査が担当することになった。
　　　　　懇親会では、挨拶を近江　吉明幹事に、乾杯の発声を伊吹　克己副会長に、出席者の挨
拶は　松原　直樹氏・長坂　早緒梨氏・後藤　泰一氏・鈴木　敬夫氏にお願いすること
になった。
　　　　・第２５回大会総会議事録の署名者　２名について
　　　　　岡田　好史幹事・矢邊　均監査の２名が署名者として承認された。
　　　　・その他
　　　　　◎専修大学緑鳳学会北海道支部について　
　　　　　　小杉会長より平成１７年に立ち上げた緑鳳学会北海道支部が現在休眠状態であること
の説明がなされた。
　　　　　◎緑鳳学会での連絡方法の変更について
　　　　　　役員への通知及び添付資料の迅速化をはかるため、今後は原則として役員会通知は
メールで行うことと、会員相互の情報交換のため、緑鳳学会のお知らせなどを、メー
ル連絡を希望される会員にはメールで送付することが承認された。
　【平成２８年度第３回役員会】
　１．日　時　　平成２８年１２月１６日（月）１８：３０～１９：３０
　２．場　所　　源来酒家
　３．出席者　　小杉伸次、伊吹克己、宮岡孝之、近江吉明、大澤史伸、岡田好史、坪井順一、
　　　　　　　　三森敏正、矢吹芳洋、矢邊均
　４．議　題
　　　議事に先立ち、小杉　伸次会長より挨拶があり、引き続き宮岡　孝之代表幹事が議長となり
議事に入る。　
　　（１）　平成２９年度専修大学緑鳳学会第２６回大会開催について　　　　　　　【参考資料１】
　　　　・配布資料に基づいて議論した結果、以下のとおり承認された。
　　　　　◎開催日を平成２９年１０月２１日（土）とする。
　　　　　◎開催場所は専修大学神田校舎とする。
　　　　　◎小杉会長よりパネルディスカッションの統一テーマ等を会員から募集したらどうか
との意見がだされ、研究発表者の募集時用の通知に追加して募集することが承認され
た。
　　　　　◎当日のスケジュールについては３月の役員会で話し合うこととする。
　　（２）　機関誌「専修総合科学研究第２５号」の発行（投稿者等）について
　　　　・議論の結果、以下のとおり承認された。
　　　　　◎投稿優先者は以下の２名とする。
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　　　　　〔第２５回大会発表者〕
　　　　　　１）宮岡　孝之（専修大学法科大学院教授）
　　　　　　２）長坂　早緒梨（専修大学文学研究科博士後期課程歴史学専攻１年次生）
　　　　　◎その他の掲載論文については、例年どおり５～６編（予定）は会員に通知して執筆募
集する。募集締切日を平成２９年３月３日（金）とし、同時に第２６回大会における
研究発表者・パネルディスカッションテーマ募集も行う。
　　（３）　次回役員会の開催について
　　　　　平成２９年３月２４日（金）１５時００分より、神田校舎にて開催することが承認され
た。
　　（４）　その他　
　　　　　◎小杉会長より、検討課題の資料が配布され、それについて次年度以降、改善していく
よう協力要請の説明がなされた。
　【平成２８年度第４回役員会】
　１．日　時  　 平成２９年３月２４日（金）１８：３０～１９：２０
　２．場　所  　 神田校舎７号館８階  ７８４教室
　３．出席者   　小杉伸次、伊吹克己、宮岡孝之、近江吉明、大澤史伸、岡田好史、坪井順一
　　　　　　　　三森敏正、矢吹芳洋、矢邊均
　４．議  題
　　　議事に先立ち、小杉　伸次会長より挨拶があり、引き続き宮岡　孝之代表幹事が議長となり
議事に入る。
　　（１）　平成２９年度専修大学緑鳳学会第２６回大会開催（タイムスケジュール）について
　　　　・研究発表の後に、『統一テーマ』を設けて報告会・パネルディスカッションを行うとい
うことに基づき議論がなされ、以下のとおり承認された。
　　　　　◎研究発表会について、大学院生１名以上を含め２名と想定し、発表時間はそれぞれ
４０分とする。
　　　　　◎研究発表会に続き、報告会を４名程度で行いその後、パネルディスカッションを行
う。
　　（２）　第２６回大会研究発表希望者について　　
　　　　・３月３日までに申し出のあった会員１名（池本　卯典氏）を研究発表者とすることにつ
いて承認された。
　　　　　さらに、例年どおり本学博士後期課程在学中の院生に対し、４月に大学院生用掲示板に
て研究発表者募集を行うことと、募集人数を若干名とすることが承認された。
　　（３）　パネルディスカッションの統一テーマについて
　　　　　『統一テーマ』については、次回の役員会までに会長一任で４月末までに決めることと
する。
　　　　　『統一テーマ』に関係する報告者の人選は担当分野ごとの先生にお願いすることになっ
た。
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　　　　・経営学関係 ― 坪井先生
　　　　・法律学関係 ― 三森先生
　　　　・会計学関係 ― 小西先生
　　　　・税　法関係 ― 小杉会長
　　（４）　機関誌「専修総合科学研究第２５号」原稿掲載希望者について
　　　　・９名の投稿希望者がいたことが報告された。
　　　　・巻頭言は小杉会長が、編集後記は宮岡代表幹事が担当することが承認された。
　　　　・原稿提出期限を平成２９年６月１４日（水）原則として提出期限を過ぎて提出した場合
には、次号以降に掲載することを、予め投稿希望者に対して通知しておくことが承認さ
れた。
　　（５）　平成２９年度第１回役員会の開催について
　　　　　平成２９年６月３０日（金）１８時３０分より神田校舎で開催することが承認された。
　　（６）　その他
　　　　　小杉会長より、追加議題として資料が配布され、それに伴って説明、意見交換がなされ
た。
　　　　・学会の充実・質的向上を図る
　　　　・大会への参加者増大策について
　　　　・中期計画の査定について〔数字で表す〕
　　　　　◎例えば〔R R P ３３３〕緑鳳学会リバイバルプラン　 ・役員３名増員・役割分担
　　　　　◎総会出席者　３０名増員
　　　　　◎会員数　３０名増員
　　　　　◎３ケ年計画（２０２０年１０月までに実現をめざす）
　　　　・規約改正―法科大学院在籍者・修了者
　　　　・基金の創設について
　　　　　設置目的・捻出方法・支出要件（内規の作成）
　　　　　◎地方から、緑鳳学会への研究発表者等の交通費補助などに利用したい。
　　　　・平成３０・３１年度　役員（案）について
　　　　・次回の役員会までに、候補者を絞っておくこととする。
　　（７）　機関誌名簿について
　　（８）　北海道支部問題について
　　　　・４月に北海道支部の責任者に通知文を送付することとなった。
　　　　　通知文は小杉会長と宮岡代表幹事が原案を作成する。
　　（９）　校友会からの依頼について
　　　　・小杉会長より、校友会より、校友会表彰者候補者の推薦依頼があったことが報告され
た。
　　　　・小杉会長と高橋副会長を推薦することが承認された。
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　【平成２９年度第１回役員会】
　１．日　時  　 平成２９年６月３０日（金）１８：３０～１９：２０
　２．場　 所   　神田校舎７号館８階  ７８４教室
　３．出席者   　池本卯典、小杉伸次、伊吹克己、宮岡孝之、大澤史伸、坪井順一、三森敏正
　　　　　　　　森田悦史、矢邊均
　４．議  題
　　　議事に先立ち、小杉　伸次会長より、挨拶があり、引き続き宮岡　孝之代表幹事が議長とな
り、議事に入る。
　　（１）　平成２９年度専修大学緑鳳学会第２６回大会プログラムについて　　　　　　【資料１】
　　　　・研究発表者および発表順について
　　　　・大会当日の分担について　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料２】
　　　　・その他
　　　　　配付資料に基づき審議され、以下の事項が承認された。
　　　　　◎会員の研究発表者の発表時間は４０分とする。
　　　　　◎研究発表者の時間帯については、次のとおりとする。
　　　　　◎座長については以下のとおりとする。
　　　　　　宮岡　孝之先生
　　　　　◎司会（研究発表会、パネルディスカッション、総会・懇親会）は、三森　敏正先生と
する。
　　　　　◎報告会のテーマ・発表順について
　　　　　◎小杉　伸次先生の原案をどおり承認。テーマについては今後変更があり得ることも承
認された。
　　　　　◎監査報告は、森田　悦史先生とする。
　　（２）　機関紙　第２５号発行掲載について　　　　　　　　　　　　　　　　　【議題表参照】
　　　　　投稿希望者から原稿提出状況が議長より伝えられた。提出期限は６月１４日
　　　　・掲載順は（論説は投稿者の生年月日順にする）について、以下のとおり承認された。
　　　　　『巻頭言』原稿　緑鳳学会会長　小杉　伸次（札幌学院大学名誉教授）
　　　　　１）【論説】横書
　　　　　　　◎高橋　則雄（専修大学大学院文学研究科博士後期課程歴史学専攻）S24
　　　　　　　　パリ・コミューンにおける人民主権と民衆－ポピュリズムを超えて－
　　　　　　　◎後藤　泰一（放送大学客員教授）S25
　　　　　　　　信玄公旗掛松事件と諏訪・岡谷製糸業の関係について＜続編＞
　　　　　　　◎梶村　寛（イタリア・ミラノ裁判所）S30
　　　　　　　　イタリアにおける難民入国問題
　　　　　　　◎矢邊　　均（東日本国際大学経済経営学部教授）S35
　　　　　　　　行政権の行使に関する序章的考察
　　　　　　　　－アメリカ大統領の執行権行使の問題を中心としたアプローチ－
　　　　　　　◎松原　直樹（桐生大学医療保健学部教授）S37
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　　　　　　　　ドイツにおける市町村間協力組織
　　　　　２）【論説】 縦書
　　　　　　　　今井　清人（文芸評論家）S36
　　　　　　　　村上春樹の音楽 Ⅵ－『国境の南、太陽の西』について
　　　　　３）【研究ノ－ト】 縦書
　　　　　　　　大澤　史伸（東北学院大学教養学部准教授）S41
　　　　　　　　人間イエスの宣教活動に見られる福祉実践（２）
　　　　　『編集後記』原稿 緑鳳学会代表幹事 宮岡 孝之（専修大学法科大学院教授・弁護士）
　　（３）　平成３０・３１年度役員（案）について　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料３】
　　　　　原案について様々な意見が出たが、小杉会長の留任を希望する意見が大多数だったた
め、現役員の留任と新幹事５名を原案として、総会議題にすることが承認された。
　　　　　次回の役員改選までに、宮岡代表幹事を中心に会長の改選方法を検討することが承認さ
れた。
　　（４）　北海道支部問題について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料４】
　　　　　資料4の報告をもって、役員全員、解散の件を了承した。
　　（５）　その他懸案事項について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料５】
　　　　・規約の改正について
　　　　　第３章　第６条に　専修大学法科大学院修了者も含めるように変更することを総会に諮
ることが承認された。なお、原案は宮岡　孝之代表幹事が作成することとなった。
　　（６）　その他　　　
　　　　・次回役員会の開催について
　　　　・１０月２１日（土）１１：４０より開催することが了承された。
　　　　・その他
　　　　　◎緑鳳学会入会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料６】
　　　　　　以下の入会申込書が提示され、正会員としての入会が承認された。
　　　　　　　楠　政己
　　　　　　　　　S.60.3 商学部　会計学科卒業
　　　　　　　鯨岡　健太郎
　　　　　　　　　H.9.3　商学部　商業学科卒業
以　上　
